
普門寺

普門寺は、天台宗の寺院

で、もとは薬師庵であった

が、天和二年（1617）に
舜佑和が一寺を建立し、千

代山薬王院普門寺と称し

た。本尊は薬師如来である。

文政 12年（1829）火災に
遭い本堂や古記録を焼失

したが、天保元年（1830）
に再興された。本堂に安置

している山王大権現は、明

治 11年に江南村三本の安
穏寺が廃寺となったため、

当寺に迎え、奉ったもので

ある。


